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令和4年度 第３回 稲敷市外部評価委員会 

 

発言者 発 言 内 容 

（8）地区拠点施設における地域づくり支援事業 （生涯学習課） 「拡充」 

①質疑応答 

委員 中心となる公民館はやはり江戸崎だと思っていて、生涯学習の拠点と

して使われていると思いますが、担当課から追加資料でいただいた公民

館の利用状況を見ますと、意外と利用者が少ないと思いました。これ

は、何か理由があるのでしょうか。 

生涯学習課 傾向としまして、ここ２年間、新型コロナウイルスの影響から、施設

利用のできない時期も何回かあったかと思います。また、令和３年度の

利用者数ですが、桜川公民館が 12,000 人、あずま生涯学習センターが

15,000 人という数字でございますけれども、これには新型コロナウイル

スワクチン接種のために来館した方が含まれております。江戸崎地区は

公民館ではなく保健センターがワクチンの接種会場となっていましたの

で、利用者数が逆転してしまったというのが大きな理由になるところで

す。 

もう一つ、江戸崎中央公民館は600人ほど入れる大ホールがあり、あず

ま生涯学習センターもホールがありますが、新利根公民館と桜川公民館

にはホールがございません。新型コロナウイルスの影響でホールを使う

ような大規模イベントが中止になったことによって、極端に数字に影響

が出たと理解しています。令和２年度までは 20,000人～24,000人ぐらい

で推移していたのですが、新型コロナウイルスの影響で大きく落ち込ん

でしまったというのが理由でございます。 

委員 中心である江戸崎の生涯学習の熱が冷めているということではなく

て、新型コロナウイルスの影響はあったとは言え、他の地区と同等かそ

れ以上に熱心に取り組んでいるわけですね。 

生涯学習課 はい。文化協会の団体の数は江戸崎地区が最も多く、利用率も最も高

くなっています。文化祭を地区別に４つの公民館で行うのですが、エン

トリーされた団体の数は江戸崎が最も多い状況です。 

委員 公民館の中の図書室は、今年度から図書館の分館扱いとして移管され

たと聞きしましたが、今までと何か違いがあるのですか。 

生涯学習課 図書館は、これまで本の貸し出し以外にもイベント等を細かく実施し

ていました。江戸崎中央公民館は施設の貸館を中心に事業を行ってお

り、図書事業については東地区にある市立図書館が活発に行っているよ

うなこともありました。そういうこともあり、今年度からは江戸崎中央

公民館の図書室を図書館の分館的な扱いとして、業務も図書館の職員と
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一緒に協調して行えるようにし、江戸崎中央公民館の図書室でもちょっ

としたイベント等ができる体制にしていこうということです。 

委員 江戸崎中央公民館の職員も、図書事業の需要があるのではないか、そ

うすることで公民館への来館者が増えるのではないかという思いがある

ということですね。 

生涯学習課 活発化するのを期待した状況もあります。また、江戸崎の図書室は３

人の会計年度任用職員で業務を回しているのですが、休暇等で人手が不

足した際に図書館から人を派遣してもらったりして、職員のやりくりが

しやすくなるようなメリットもございます。 

委員 江戸崎中央公民館の図書室は、よく借りに行っているので期待してい

ます。東地区にある図書館は遠くて、あまり行く機会がないのです。図

書館としては、江戸崎がやはり中心になるべきだと思います。 

委員 桜川公民館には子ども向けの図書コーナーがありますね。大人向けの

本はないのでしょうか。 

生涯学習課 少ないです。桜川公民館となったのは令和２年４月からですが、図書

コーナーを置きたい、というところからスタートしているので、まだ図

書施設にはなっていないような状況です。まずは子どもの居場所づくり

や子どもとの関わりを目的に子ども向けの本を増やしているところで

す。 

委員 逆に、図書コーナーではなく図書館分館にしてもらって、生涯学習で

使わない機能があるなら、図書館分館機能を増やしてほしいと思ってい

ます。 

生涯学習課 わかりました。 

委員 課題や問題点として、WEB 会合にはまだ課題も多いと書いてありま

す。もちろん対面の場は必要だと思うのですが、例えば、10 年後 15 年

後、スマートフォンで全部やりとりをするということが増えてきたとき

に、対面とWEBを融合するような拠点として、資金的な問題はあるかも

しれませんけれども、例えば配信施設などの新たな形での拠点作りとい

うのも検討されると良いのではないかと思います。今のところ、そうい

う新たな技術やツールを使った取組は何かあるのでしょうか。 

委員 スマホ講座を開いていませんでしたか。とりあえずそういったところ

から入っていけるといいですね。 

事務局 行革・デジタル推進室で、高齢者のスマートフォン購入補助と合わせ

て、通信事業者によるスマートフォンの講座を開催しています。 

生涯学習課 WEB で開催できるようにしていくというのは大きな課題だと思ってい

ます。昨年は成人式の実行委員会の 1回目をWEB開催で行いました。研

修などについても、対面で参加する方とWEBで参加する方の両方に対応

する形で開催するために、毎回セッティングをしなければならないとい
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うのが今の課題かと思っています。WEB を使用する機会は今後当然増え

ていくと思いますので、これからの課題であり、行政は、この取組を広

げていかなくてはいけない立場なのかなと思います。 

委員 もちろん、対面の重要性というのは理解しているつもりですが、例え

ば、若い人は仕事が終わってから車を運転してどこかに行くくらいだっ

たら、打ち合わせは家でやりたい、という人もいます。ただ、それこそ

成人式みたいな集まりは、全体でやった方がいいでしょう。メリハリと

いうか、役割分担みたいなものを考えたときに、運営ができるような設

備というものは、予算が許せば、拡充していく方が良いと思います。 

委員長 特に地域での人と人との繋がりをもっと深めていくべきだというのは

大賛成です。私の研究テーマの 1つでもあります。その拠点として公民館

を活用するというのは、すごく良いかと思いますので、是非進めていた

だきたいと思います。 

今、ICT の話もありましたが、例えば Free Wi-Fi が公民館にあるだけ

で、子ども達は絶対そこに来ると思います。とにかく公民館に自然と人

が来る仕組み作りというのは、ソフトもハードも含めて色々な手でやっ

ていただきたいと思います。おそらく今までのやり方をずっと続けてい

てもなかなか人は集まって来ないのではないかと思います。ちなみに

Free Wi-Fi等は、検討されているのでしょうか。 

生涯学習課 Free Wi-Fiは既にあります。 

委員 公民館でもおそらく入っています。江戸崎だと図書室も使えるのです

ごく良いのですよ。 

委員 それは強くアピールしたいところですね。 

委員 生涯学習課とは関係はないと思うのですが、何故稲敷市役所には、コ

ンビニにあるようなマイナンバーカードを利用した証明書の自動発券機

が置いてないのでしょうか。というところから、公民館に置いたら良い

のではないかと思いました。各種証明書も公民館で取れますよ、という

拠点にしてはどうでしょうか。 

委員 機械の設置費用がネックなのではないでしょうか。 

事務局 江戸崎中央公民館は証明書発行窓口機能がないのですが、新利根公民

館と桜川公民館には窓口で証明書を発行できるようになっているので、

窓口に職員を置くか、発券機を置くかというのは、今後検討していくと

ころかと思います。 

委員 マイナンバーカードを取得してもらうのは、「書かない役所」への第

一歩なのですが、何故市役所には発券機が置いてないのだろうといつも

思うのです。窓口はそんなに混んでないかもしれませんが、人を減らし

ていくことを考えるのであれば、行革・デジタル推進室と連携して窓口
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に自動発券機などを置いておくことで、人が来やすくなるのではないで

しょうか。その機械の費用が分からないので費用対効果も分からないの

ですが。 

事務局 徐々に取り組みつつあります。９月の定例議会に提案する予算では、

コンビニで証明書を安く取れるようにするとか、書かない窓口実現のた

めに iPad等を窓口に置くなど、そういった取組の提案をする予定です。 

委員 タッチパネルは良いですよね。そういう機械を置いたら、マイナン

バーカードも使いやすいですし、そこに可能性を感じます。ただ、高い

のはわかっているのであまり言えないのですがよろしくお願いします。 

委員 公民館について、色々な世代の人が気楽に行ける空間にしてほしいと

思います。私はあずま生涯学習センターをお借りして認知症介護教室と

か、オレンジカフェとかをやっていますが、イベントとか教室とか何か

があれば人は来ます。子ども達もどんどん減っている稲敷市の状況を考

えると、例えば、子どもの学童を担うアルバイトの女性も減っていて、

なかなか厳しい状況です。そういうのも含めて、公民館と学校とが連携

して取り組めるとか色々な世代が活用できるような公民館にしていただ

けると良いと思います。 

教育政策課 市の重点事業として「公民館を核としたまちづくり」というのを掲げ

て実施しておりまして、総合的な調整役を教育政策課でやっておりま

す。 

今、委員からお話がありましたが 1事例を申し上げますと、桜川公民館

で、子ども達に焦点を当てて重点的に取り組んでおります。図書コー

ナーでも読み聞かせを行ったり、絵本を中心とした図書の充実を図った

りしているところです。また、若いお母さん方に協力いただいておりま

して、先ほど ICT の話もございましたが、こういう事業をやるよという

情報をお母さん方の連絡網で流して集まってもらったり、そういった事

業を展開しております。 

また、「ママたちの作戦会議」というものを実施しております。小学

校の PTA の若いお母さん方を中心として、作戦会議で色々な事業を計画

したり、実際にそのお母さん方が事業に加わって実施をしたりというこ

とをやっています。先日も「バスに乗って公民館へ行こう」というよう

な事業を行いました。せっかく桜川公民館にバスが来るのに、子ども達

は乗ったことがない、お母さん方も乗ったことがない、ということで、

お母さん方の発案で、そういった事業も展開しております。徐々にでは

ありますが、桜川公民館ではそういった取組を実施しております。 

ただ、４つの公民館は、やはり地域性がそれぞれ違います。桜川で成

功したものを、江戸崎でやろうとしてもなかなか難しく、同じものを新

利根でやろうとしても難しいと思います。そういった重点事業の 1つとし
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て、公民館の運営企画委員会というのを、桜川と新利根で試行的に組織

を立ち上げて実施しております。これもやはり地域性がありますので、

江戸崎と東でもできるか、実績を見ながら今後取り組んでいかなければ

と思っています。 

委員 運営企画委員会というのは、地元の人が委員になっているのですか。 

教育政策課 そうです。昨年から文化祭事業も各公民館で実施しようということ

で、運営企画委員の方々が中心となって進めています。桜川はプロジェ

クトチームを組んで、文化祭に向けて今準備を進めております。そこに

中学生が入ったり、ボランティアが入ったりしています。 

先ほどの「バスに乗って公民館へ行こう」の事業などは、中学生と小

学生の数がほぼ同じぐらいで、中学生はボランティアで集まりました。

毎月１～２回は、「ママたちの作戦会議」を実施しており、色々なお母

さん方の意見を聞きながら事業を実施しているところでございます。 

委員 今の集まりは大体何人ぐらいなのですか。 

教育政策課 今年は 30人近かったですね。 

委員 1回でですか。 

教育政策課 はい。 

委員 先ほどの「バスに乗って公民館へ行こう」というのは、10 人ぐらい集

まったということですか。 

教育政策課 子ども達が 30人ぐらいです。 

委員 「バスに乗って公民館に行こう事業」は 1回でですか。すごいですね。

想定外の多さです。 

教育政策課 今月号の広報紙にも載っていますけれど、バスに乗って公民館に来

て、ベーゴマをしたり、あとはスポーツ競技のレクリエーションをした

り、大体半日ぐらい行いました。 

委員 今までは、新利根と桜川については地区センターということで、市役

所の分庁舎扱いになっていましたが、それを公民館にして、生涯学習施

設になったわけなので、すごく期待されています。ですので、そこを上

手く生かす取組をしていかないと、宝の持ち腐れになってしまうので、

積極的に色々な事業に取り組んでもらいたいと思います。 

委員 使用料はどのように設定されているのですか。無料でしょうか。 

生涯学習課 貸館は基本的には有料です。特定の用途の際は使用料を減免するとか

冷房代はいただくとか等、条例に基づいています。 

委員 市内で統一されているのですか。 

生涯学習課 そうです。施設だとコミュニティセンターはまた別ですが。 
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委員 先ほど、体育館の使用料の話になったので少し聞いてみました。東も

桜川も、夜の会合や会議も可能なので人気がありますね。 

委員 新利根公民館も有効に活用していく方向で進めていただきたいと思い

ます。 

委員長 そろそろ時間ですが、何かございますか。 

委員 素晴らしい取組が多かったと思います。ただ、子どもに「公民」と

言っても伝わらないところがあるので、それを脱却するような取組を是

非していただきたいと思います。子どもの頃から利用することはとても

重要ですし、中高生になると、あまり使わなくなる事例も多くなると思

います。そこを継続的に使っていける取組をしていただけると、小学生

から中学生、高校生になっても、公民館は気軽に使える場所という形に

なり、大人になっても使用すると思います。その連続性を意識して、こ

れからもやっていただきたいと思います。 

委員 私くらいの年齢の人は、小さい時から公民館を使っていました。 

委員長 昔はそれこそ公民館に若者が集まって、出会いの場だったりしまし

た。一緒に歌を歌ったり、演劇をやったりする拠点だったのですよね。 

生涯学習課 ２つ思い浮かんだのですが、一つは、夏休みに子どもの宿題のために

公民館を開放するということをしております。これは各公民館でもやっ

ていることですが、新利根は部屋を使っていたり、江戸崎はロビーの端

に机を並べるだけだったりします。自由な学習スペースということで、

これを積極的に使ってもらうということに取り組んでおります。 

もう一つは、江戸崎は江戸崎総合高校が近いので、たまり場ではない

ですが、女子高生が集まってきます。高校生の子達と話をしたら、何か

手伝ってくれる、という話になったので、これからの公民館はどうした

ら良いと思うか、という話を揉んでもらいました。そこから、若い人が

気軽に立ち寄れる公民館になったらよいとの発想で、手作りのフォトス

ポットを作ってくれたのです。今飾ってあるのですが、そういった取組

もこれから続けながら、若い人に来ていただきたいなと思います。 

委員 りんりんロードやサイクリングに関連して、休める拠点としてポス

ターなどで宣伝してあげるのもいいですよね。 

委員 桜川公民館はりんりんロードに近いですね。 

委員 それは何か地元の盛り上がりの一つになりそうですね。 

委員長 ありがとうございました。 

 

②議論 
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委員長 今回は評価が分かれております。「拡充」が２つと「現状維持」が３

つで、一応「現状維持」ということにはなっています。いかがいたしま

すか。話を伺って結構取り組んでいらっしゃった印象はありました。 

委員 見つけられませんでしたが、予算的にはどうなのでしょうか。 

事務局 各公民館に予算を振ってしまっているので、この事業としての予算が

ぼやけてしまっているのです。そこについては、我々企画や財政部門で

は、結果が見えづらいということで、課題意識を持っています。「地区

拠点地域づくり事業」という予算事業を作って、そこから各公民館に

使ってもらった方がわかりやすいですし、予算と結果が連動するという

のはあります。 

委員 まだ組んでないからできないのですね。 

事務局 はい。 

委員 各公民館のざっくりとした執行率はあるのでしょうか。 

事務局 申し訳ございません。手元にはありません。 

委員 予算関係からのジャッジメントはできませんが、「拡充」でも良いと

思います。３担当評価はどのような感じでしょうか。 

委員長 ３担当評価はまさに今のことが書いてあって、「拡充」となります。 

委員 その方が良い感じですね。 

 

③評価判定 

委員長 では、評価は「拡充」でよろしいでしょうか。 

委員一同 異議なし。 

委員長 ３担当評価の書きぶりについては、外部評価委員会としてももっとも

だと思います。せっかくしっかりやってくださっているのだから、明確

な推進体制を取ってやっていっていただきたい、という形での「拡充」

で。 

委員 そうですね。あとは、サイクリング事業と連携してルートの一部にで

たらいい、というのは共有してもらいたいと思います。 

 →拡充 

付帯意見 

・サイクリングの拠点としての活用も検討してはどうか（桜川公民館

はつくば霞ヶ浦りんりんロードにも近い）。 

 


